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歯周治療の八つのステ
ップを紹介する谷口威
夫氏＝４月19日、Ｍ＆
Ｄホール　　　　　　

　

協
会
は
13
日
に
取
り
組
ん

だ
国
会
要
請
行
動
で
、
同

日
、
参
院
本
会
議
で
審
議
入

り
し
た
医
療
保
険
制
度
改
悪

関
連
法
案
の
質
疑
を
傍
聴
し

た
。
江
原
豊
理
事
の
傍
聴
記

を
紹
介
す
る
。◇

　

「
奴
ら
に
政
治
は
任
せ
て

お
け
ん
！
」
―
―
。
テ
ロ
リ

ス
ト
の
如
き
物
騒
な
思
い
が

胸
を
よ
ぎ
る
。

　

議
員
４
人
の
異
な
る
質
問

（
中
で
も
共
産
・
小
池
晃
議

を
！
」
と
叫
ん
だ
御
仁
も
座

っ
て
い
た
。
当
時
は
稚
拙
と

思
っ
た
こ
と
に
、
今
は
納
得

し
て
し
ま
う
。
▽
国
保
改
悪

に
連
鎖
す
る
皆
保
険
崩
壊
▽

患
者
負
担
増
▽
患
者
申
し
出

療
養
の
危
険
性
▽
混
合
診
療

解
禁
へ
の
危
惧
―
―
な
ど
の

質
問
に
対
し
、
政
府
は
す
で

に
了
解
済
み
の
情
報
通
り
の

説
明
に
終
始
。
本
音
は
隠
し

て
時
間
の
経
過
を
待
つ
印
象

で
あ
る
。

　

我
が
国
の
立
法
府
の
実
体

を
目
の
当
た
り
に
し
て
背
筋

が
寒
く
な
る
。
あ
ん
な
大
臣

を
選
ん
だ
の
が
国
民
で
あ
れ

ば
、
自
分
に
も
責
任
が
あ
る

の
か
？　

投
票
率
・
選
挙
制

度
な
ど
国
民
一
人
ひ
と
り
が

日
本
に
真
の
議
会
制
民
主
主

義
が
確
立
す
る
た
め
の
努
力

の
必
要
性
を
自
覚
せ
ね
ば
と

思
い
知
ら
さ
れ
た
参
院
本
会

議
の
傍
聴
で
あ
っ
た
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
長
野
市

開
業
の
谷
口
威
夫
氏
を
講
師

に
生
涯
研
修
講
座
「
歯
周
基

本
治
療
の
可
能
性
と
限
界
」

を
４
月
19
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。
１
８
３
人
が

参
加
し
た
。

　

同
氏
は
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

６
㍉
を
基
本
治
療
で
治
す
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
①
主
訴
の

解
決
②
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
③
検
査
④
診
断
⑤
Ｏ
Ｈ
Ｉ

⑥
治
癒
⑦
機
能
回
復
⑧
再
発

予
防
―
―
を
挙
げ
た
。

　

主
訴
の
解
決
で
は
、
不
安

を
取
り
除
き
信
頼
を
得
る
こ

と
が
大
事
と
し
、
主
訴
を
聴

き
、
共
感
的
理
解
を
示
し
、

一
日
で
解
決
す
る
と
話
し

た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
今
後
の
展
望
を
説
明

し
、
信
頼
を
得
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
と
話
し
た
。
検
査

は
全
て
を
診
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
と
安
心
感
を
与
え
る

事
が
目
的
と
し
、
診
断
は
現

状
の
理
解
を
得
て
、
患
者
に

自
分
の
歯
は
自
分
で
守
る
決

意
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
歯
周
基
本
治
療
計
画
を

作
る
も
の
と
し
た
。

　

治
療
は
ル
ー
ト
プ
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
、
早
い
時
期
に

短
時
間
で
、
無
麻
酔
下
で
一

歯
一
回
で
行
う
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は

リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
と
の
長

い
葛
藤
の
旅
で
あ
り
、
リ
ス

ク
フ
ァ
ク
タ
ー
に
は
生
活
習

慣
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
喫

煙
、
食
生
活
の
改
善
、
ブ
ラ

キ
シ
ズ
ム
が
あ
る
。

　

中
に
は
炎
症
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
だ
け
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
し
、

根
分
岐
部
病
変
を
指
摘
。
な

ぜ
治
り
難
い
か
に
つ
い
て
話

し
、
根
分
岐
部
病
変
が
一
生

の
テ
ー
マ
で
あ
り
歯
周
病
は

咬
合
の
変
化
を
き
た
し
、
咬

合
性
外
傷
に
な
ろ
う
と
説

を
除
い
て
わ
ず
か
３
日
間
、

19
時
間
の
委
員
会
審
議
で
衆

議
院
で
可
決
さ
れ
た
「
医
療

改
革
関
連
法
案
」
の
慎
重
審

議
、
廃
案
を
目
指
し
、
５
月

13
日
に
緊
急
に
国
会
要
請
す

る
こ
と
、
引
き
続
き
５
月
21

日
に
も
要
請
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

歯
科
診
療
報
酬
の
総
枠
拡

大
、
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
、
患
者
窓
口
負
担
の

引
き
下
げ
、
歯
科
技
工
士
、

歯
科
衛
生
士
の
処
遇
改
善
等

を
目
指
し
て
、
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
全
国
連
絡
会
な

ど
が
６
月
４
日
に
開
く
、

「『〝
歯
は
命
〞
健
康
長
寿
社

会
に
む
け
て　

保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
』
６
・
４
国
会

内
集
会
」
に
は
、
大
阪
歯
科

か
ら
30
人
参
加
を
目
標
に
し

て
お
り
、
理
事
会
の
時
点
で

30
人
に
迫
っ
て
い
る
。
機
関

紙
で
会
員
へ
も
参
加
を
呼
び

か
け
る
。
衆
議
院
第
１
議
員

会
館
の
大
会
議
室
を
会
場
に

３
０
０
人
規
模
を
目
指
し
て

い
る
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
は
５
月
31
日
に

総
会
と
助
産
師
・
内
田
美
智

子
さ
ん
に
よ
る
市
民
講
座
を

開
く
。
会
員
始
め
会
員
か
ら

紹
介
を
受
け
た
患
者
・
市
民

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

５
月
17
日
に
投
開
票
さ
れ

【
面
談
】
衆
院
〈
自
民
〉
神

谷
昇
、〈
共
産
〉
清
水
忠
史

参
院
〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】
衆
院〈
自
民
〉

大
隈
和
英
、岡
下
昌
平
、大
西

宏
幸
、
と
か
し
き
な
お
み
、

北
川
知
克
、中
山
泰
秀
、大
塚

高
司
、
佐
藤
ゆ
か
り
、
左
藤

章
、
長
尾
敬
、
原
田
憲
治
、

竹
本
直
一
、〈
公
明
〉
北
側

る
大
阪
市
廃
止
・
分
割
が
か

か
っ
た
住
民
投
票
で
は
、
４

月
10
日
に
「
廃
止
・
分
割
ノ

ー
」
歯
科
医
師
ア
ピ
ー
ル
を

発
表
、
機
関
紙
で
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
張
り
、
会
員
に
賛
同

を
募
り
、
理
事
会
前
の
街
頭

宣
伝
な
ど
、
精
力
的
に
「
反

対
」
を
訴
え
て
き
た
。
理
事

会
の
時
点
で
後
１
週
間
と
な

り
、
引
き
続
き
会
員
と
の
対

話
を
広
げ
「
反
対
」
を
広
げ

一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進

一
、國
重
徹
、浮
島
智
子
、樋

口
尚
也
、〈
民
主
〉平
野
博
文
、

辻
元
清
美
、〈
維
新
〉
井
上
英

孝
、松
浪
健
太
、遠
藤
敬
、馬

場
伸
幸
、足
立
康
史
、上
西
小

百
合
、木
下
智
彦
、谷
畑
孝
、

吉
村
洋
文
、丸
山
穂
高
、伊
東

信
久
、〈
共
産
〉
宮
本
岳
志　

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

柳
本
卓
治
、北
川
イ
ッ
セ
イ
、

〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、山
本
香

苗
、〈
民
主
〉尾
立
源
幸
、〈
維

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

会
務
運
営
で
は
、
通
常
評

議
員
会
、
定
期
総
会
に
諮
る

２
０
１
４
年
度
決
算
案
が
監

査
を
受
け
て
確
定
、
収
支
差

額
処
理
案
、
２
０
１
５
年
度

予
算
案
と
と
も
に
評
議
員
会

議
案
と
し
て
事
前
配
付
し
、

評
議
員
会
当
日
の
正
午
締
め

切
り
で
発
言
の
事
前
通
告
を

募
る
こ
と
に
し
た
。

新
〉東
徹
、〈
共
産
〉山
下
芳
生

【
面
談
】
衆
院
〈
共
産
〉
清

水
忠
史

【
秘
書
対
応
】
参
院
〈
自

民
〉
太
田
房
江
、
柳
本
卓

治
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、〈
公

明
〉
杉
久
武
、
石
川
博
崇
、

〈
民
主
〉
尾
立
源
幸
、〈
共

産
〉
山
下
芳
生

　

協
会
は
９
日
、
第
２
回
理

事
会
を
開
き
、
参
考
人
質
疑

明
。
咬
合
の
変
化
が
ブ
ラ
キ

シ
ズ
ム
を
起
こ
し
外
傷
性
咬

合
を
引
き
起
こ
す
。

　

歯
周
治
療
と
は
、
力
と
炎

症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
車
の

車
輪
で
あ
る
と
説
明
。
力
は

ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
あ
り
、
炎
症
は
Ｓ
Ｒ

Ｐ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
あ

る
。
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
の
持
論

を
示
し
、
軽
減
に
よ
っ
て
改

善
さ
れ
た
症
状
を
説
明
。
対

策
法
と
し
て
自
己
暗
示
療
法

や
オ
ク
ル
ー
ザ
ル
・
ス
プ
リ

ン
ト
療
法
を
話
し
、
質
疑
応

答
を
行
い
、
講
演
を
終
了
し

た
。

員
は
歯
切
れ
良
く
理
解
し
や

す
か
っ
た
）
に
首
相
・
厚
労

相
が
同
じ
答
弁
を
棒
読
み
し

な
が
ら
繰
り
返
す
（
財
務
相

も
１
回
読
ん
だ
が
下
手

! !
）。
傍
聴
席
の
人
々
は
似

た
感
想
で
あ
ろ
う
。

　

「
国
会
に
真
剣
勝
負

参院本会議を傍聴して　　　　　　

〝奴ら〟には任せておけん
理事・江原豊

歯
周
治
療
の
可
能
性
と
限
界

医
療
改
悪
法
廃
案
へ
全
力

４
・
16
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

５
・
13
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

「
力
と
炎
症
の
制
御
を
」と
谷
口
威
夫
氏

医
療
保
険
制
度

医
療
保
険
制
度

改
悪
法
案

改
悪
法
案

ストップ！

国
会
へ
緊
急
要
請
を
決
定

４月度生涯
研 修 講 座

第２回
理事会

安
全
保
障
法
制

　

二
度
と
海
外
で
戦
争
は

し
な
い
―
―
。
誤
っ
た
政

策
判
断
で
国
民
を
存
亡
の

危
機
に
陥
れ
、
ア
ジ
ア
諸

国
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
痛
苦
の
歴
史
を
反

省
し
、
国
際
社
会
に
宣
言

し
た
「
非
戦
の
誓
い
」
を

捨
て
去
っ
て
良
い
の
か
。

　

安
倍
政
権
は
14
日
、

「
安
全
保
障
法
制
」
を
閣

議
決
定
し
た
。
平
和
主
義

の
大
原
則
「
専
守
防
衛
」

を
根
底
か
ら
覆
し
、
自
衛

隊
が
海
外
で
戦
争
す
る
こ

と
を
認
め
る
も
の
だ
。

　

決
定
の
柱
の
一
つ
は
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た

め
の
「
平
和
安
全
法
整
備

法
案
」
だ
。
日
本
が
武
力

攻
撃
を
受
け
な
く
て
も
、

政
府
が
「
明

白
な
危
険
」

が
あ
る
と
判

断
す
れ
ば
自

衛
隊
の
参
戦
が
可
能
と
な

る
。
海
外
で
の
武
力
行
使

に
道
を
開
く
暴
挙
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
自
衛
隊

の
海
外
派
遣
を
随
時
可
能

と
す
る
「
国
際
平
和
支
援

法
」
だ
。
イ
ラ
ク
戦
争
で

は
、
①
戦
闘
地
域
に
は
行

か
な
い
②
武
力
行
使
は
し

な
い
―
―
と
い
う
厳
し
い

制
約
を
課
し
て
い
た
が
、

同
法
案
は
全
く
異
な
る
。

銃
弾
が
飛
び
交
っ
て
い
る

現
場
以
外
な
ら
、
戦
闘
地

域
で
あ
っ
て
も
米
軍
支
援

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る

る
手
段
と
し
て
の
「
戦

争
」
と
「
武
力
行
使
」
を

永
久
に
放
棄
す
る
と
定
め

て
い
る
。「
平
和
」
と
い

う
言
葉
で
法
案
を
繕
っ
て

も
、
憲
法
違
反
で
あ
る
こ

と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら

か
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
歴

に
あ
る
の
は
、
憎
し
み
の

連
鎖
だ
ろ
う
。
戦
後
、
日

本
は
国
際
社
会
の
信
頼
回

復
へ
血
の
に
じ
む
努
力
を

続
け
、「
平
和
国
家
」
と

し
て
の
礎
を
築
い
て
き

た
。
こ
の
道
を
踏
み
外
せ

ば
、
過
ち
を
繰
り
返
す
こ

る
私
た
ち
に
厳
し
く
問
わ

れ
て
い
る
。
い
ま
一
度
、

９
条
を
守
り
、「
専
守
防

衛
」
に
徹
し
て
き
た
重
み

を
胸
に
刻
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
二
度
と
〝
戦

後
〞
は
い
ら
な
い
。
政
府

は
９
条
を
持
つ
国
と
し

て
、
国
際
平
和
の
実
現
へ

諸
外
国
と
の
友
好
関
係
構

築
に
心
を
砕
く
べ
き
だ
。

　

協
会
は
命
と
健
康
を
守

る
歯
科
医
師
の
団
体
と
し

て
、「
安
保
法
制
」
に
断

固
反
対
す
る
。
歴
史
の
教

訓
に
学
び
、
平
和
を
願
う

あ
ら
ゆ
る
団
体
や
市
民
と

手
を
携
え
、
戦
争
へ
の
道

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
。

代
の
自
民
党
政
権
も
海
外

で
の
武
力
行
使
を
〝
越
え

て
は
な
ら
な
い
一
線
〞
と

し
て
き
た
。

　

自
衛
隊
員
が
他
国
民
に

銃
口
を
向
け
る
―
―
。
そ

ん
な
光
景
を
浮
か
べ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
先

と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

国
民
の
命
を
軽
ん
じ
、

戦
争
に
駆
り
立
て
る
国
家

に
未
来
は
な
い
。
８
月
に

は
戦
後
70
年
を
迎
え
る
。

平
和
憲
法
の
理
念
を
放
棄

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
活

か
す
の
か
。
現
代
を
生
き

内
容
に
な
っ
て
い
る
。
自

ら
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
に

行
く
よ
う
な
も
の
だ
。

　

安
倍
首
相
は
「
専
守
防

衛
」
政
策
に
揺
る
ぎ
は
な

い
、
と
強
調
し
て
い
る
が

詭
弁
だ
。
日
本
は
憲
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歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（05）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

賃貸（箕面方面）
200万円
賃料200,000円
配管のみ

摂津市千里が丘
500万円
チェア２台 １Ｆ 開業11年

豊中市　4000万円
チェア３台


